
令和４年度第３回札幌方面岩内警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和５年２月15日（水）午後４時00分から午後５時30分まで

２ 開催場所

札幌方面岩内警察署 会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員７人（定員７人）

会 長 本 間 芳 男

副会長 池 本 美 紀

委 員 本 田 和 夫

委 員 栗 栖 有 二

委 員 佐 藤 千 夏

委 員 舟 見 晃

委 員 藤 原 冨美子

⑵ 警察署員７人

署 長 竹 内 哲

副 署 長 成 田 吉 孝

田 中 仁 大刑事・生活安全課長

地域課長 磯 角 行 男

交通課長 山 本 幸 範

警備課長 眞 鍋 寛 允

警務係長 （庶務担当）

４ 会長挨拶

５ 署長挨拶

６ 選挙における警察署協議会委員の留意事項

７ 前回の質疑応答への回答

【委員】

共和町内の信号機のない交差点における冬期間の視界状況を確認して欲しい。

【警察】

現地確認をしたところであるが、今後とも地吹雪等による視界不良解消にむけた対

策を検討していきたい。



８ 協議テーマ

⑴ 令和４年中の事件発生概況と犯罪抑止対策

⑵ 令和４年中の交通事故概要・高齢運転者による交通事故の実態

９ 質疑応答

【委員】

自宅でできる特殊詐欺やアポ電に対する被害防止策を教えてほしい。

【警察】

固定電話の留守番電話機能を利用して、犯人とは直接話さないことが重要である。

特殊詐欺などの電話があった際は、絶対に振込などせずに警察の相談専用ダイヤル

【♯９１１０】を利用してほしい。

【委員】

高齢者が事故を起こす割合が多く、免許返納に対する理解はしたが、交通手段の悪

い地域性であることも理解してほしい。高齢者のほかにも悪質危険な違反者がいる

ので、取り締まってほしい

【警察】

高齢者の免許返納は、運転者自身が運転に対する危険を感じて自主返納することが

。 、できる制度であり強制ではない 高齢者のみが交通事故を起こすわけではないので

これまで同様、悪質危険な違反者はきちんと取り締まっていく。

【委員】

除雪による雪山で交差点四隅の見通しが悪く、歩行者も車両も危険である。警察か

らも見通しに配意した排雪を要望していただきたい。

【警察】

各道路管理者において、計画的な排雪作業が実施中であるが、要望については了解

した。

10 次回の開催予定等

⑴ 開催予定

令和５年６月開催で調整したい。

⑵ 協議テーマ

事務局でテーマを検討し、各委員と協議のうえ決定することとなった。


